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   来年度、本校は１５０周年を迎えます。１８７３年(明治６年)の開校から現在に至るまで、学校 
  は時代の変化と共に大きく変わってきました。竹村と豊田市の移り変わりについて、主なできごと 
  特に合併に至るまでを振り返りましょう。 
   

 
暦年(西暦) 竹村のおもなできごと 暦年(西暦) 豊田市のおもなできごと 
明治２２年 

(1８８９年) 

 

明治３９年 

(19０６年) 

 

 

 

 

 

昭和３１年 

(１９５６年) 

 

昭和３４年 

(１９５９年) 

 

 
 
 
 

昭和４０年 

（１９６５年） 

 

昭和４１年 

（１９６６年） 

 

昭和４５年 

（１９７０年） 

・合併により、竹村、若園村、 
堤村、駒場村ができる。 

 
・駒場村、若園村、堤村、竹村 
が合併し、高岡村誕生。 
     ※人口 ８２１９人 
 
 
 
 
・高岡村が高岡町となる。 

※人口 １６８８０人 
 
・伊勢湾台風で大きな被害 

※高岡村の被害総額は 
６億８千万円 

 
 

 

・高岡町が豊田市に編入合併 
 する。 

※人口 ２７５８７人 
・トヨタ自動車工業 高岡工場  
 が操業を開始する。 
 
・トヨタ自動車工業 堤工場が 
 操業を開始する。 

 

 

 

明治３９年 

(19０６年) 

 

 

昭和２６年 

(19５１年) 

 

昭和３１年 

(１９５６年) 

 

昭和３４年 

(１９５９年) 

 

 

昭和３９年 

（１９６４年） 

 

昭和４０年 

（１９６５年） 

 

 

 

平成１７年 

（２００５年） 

 

 
 
 
・挙母町、梅ケ坪村、宮口村、逢妻

村、根川村が合併し、挙母町とな
る。 

※人口 １０４２３人 
・挙母町が挙母市となる。 

※人口 ３２４００人 
 
・西加茂郡高橋村と合併する。 

※人口 ４２４３０人 
 
・市名を挙母市から豊田市に変更 
・トヨタ自動車工業 元町工場が 

操業を開始する。 
 
・碧海郡上郷町と合併する。 

※人口 ７２３０４人 
 

・碧海郡高岡町と合併する。 
※人口 １０７４０８人 

〇その後、昭和時代に猿投町、松平 
 町と合併する。 
  
・藤岡町、小原村、足助町、下山村、
旭町、稲武町が豊田市と合併 

※人口 ４０７６８２人 
 

 

発行 １５０周年記念事業 

    実行委員会 

  

竹村小学校 １５０周年に向けて 
  

              竹村と豊田市の合併  


